
紹

介

於
て
は
央
々
特
異
性
を
有
す
る
と
は
歎
へ
（
玄
武
璽
）
次
の
一
旬
に
要
約
し
撮

る
と
愚
ふ
、
。

　
　
舅
糞
ぞ
四
茜
窪
目
μ
韓
一
耗
G
コ
馳
器
9
畦
塗
○
鷹
ハ
w
｛
圃
餐
一
碁
ξ
塗
な
慈
（
一
回
巴
窪

　
葱
、
、
㎞
押
鯨
鳴
声
。
β
ご
2
九
頁
）

　
そ
し
て
、
こ
の
理
念
に
論
理
的
根
厩
を
輿
ふ
る
に
釜
つ
た
と
考
へ
ら
れ
る

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
価
員
懲
輪
醐
（
…
…
…
二
頁
）
と
通
商
論
（
；
δ
簑
）
に
瞬
鵜
欝
の

蘭
心
が
簿
せ
ら
れ
て
る
る
辮
は
≧
。
〔
葬
蒙
酬
r
養
囲
と
。
§
ヨ
O
§
。
£
）
識
ハ
島

。
鴨
擁
讐
（
ぎ
煮
と
の
關
聯
に
蓬
考
察
を
灘
…
む
る
に
及
び
意
嚢
深
く
感
ぜ
ら
る
」

の
で
あ
る
。

　
次
で
第
二
章
三
ナ
蝕
頁
に
於
て
ン
鑓
貿
二
乙
鍵
七
二
ぎ
凱
（
ご
一
関
幾
年
、

パ
リ
に
死
す
）
蒙
。
碧
｛
蕊
黛
㌶
銭
…
餌
F
ノ
ヨ
一
…
鑓
（
一
瓢
臨
九
年
生
る
）
圏
ぎ

ジ
葺
頓
も
臼
8
償
艇
　
（
一
二
六
鷲
無
生
れ
、
一
三
〇
八
年
死
す
）
　
ジ
，
一
瓢
ぎ
ゴ
亀

O
o
霧
ヨ
（
一
三
醒
九
年
顎
死
す
）
を
　
取
り
上
げ
、
彼
等
の
抱
く
倫
理
翻
醗
・
纏
濟
糊
観

の
紹
介
が
見
ら
れ
る
。
顯
．
財
藻
の
私
膚
、
賃
銭
の
取
得
、
通
商
に
於
け
る
鶯
刺

活
心
力
を
甘
ω
碁
論
語
ざ
と
結
付
け
る
べ
く
、
　
薫
。
Φ
鶉
期
ど
鷺
o
o
ハ
ぎ
回
船
曽
。
臼
瓢
苗
を

考
慮
し
た
甲
｛
紀
霧
（
二
七
頁
）
図
タ
蕪
＝
ぴ
襲
0
・
8
：
酬
斜
蕊
3
篇
｛
o
霧
ハ
ご
＆

蓉
O
凹
比
鵜
O
（
覧
厳
貰
）
を
主
張
し
た
旧
旗
。
ミ
含
伊
9
0
〔
蕊
㎞
（
夢
…
ま
一
C
潔
く

と
讐
嵩
ご
§
疑
舞
と
の
働
き
を
考
察
し
ズ
9
碁
芦
蕪
毎
門
9
を
否
認
し
、

琴
酢
剛
薯
鑑
騎
G
♂
・
費
。
…
鱗
三
審
ぎ
穿
三
脚
酬
三
〇
〇
塁
焦
色
窪
を
承
認
し
た
O
o
Ω
ニ
ゴ
。

以
上
鎌
入
の
解
明
は
。
＾
凌
瞠
一
ξ
鼠
。
鷲
｝
菱
餐
か
一
3
嗣
・
・
鰹
ぎ
嘗
・
。
、
酔
髪
τ
へ

の
編
濟
理
論
獲
展
の
過
程
を
認
識
す
る
と
共
に
（
一
蹴
○
買
以
降
）
纏
濟
納
危

擁
…
二
認
．
冨
σ
ズ
薯
三
舞
…
§
”
金
銀
の
海
外
流
出
燐
撫
に
よ
る
▽
を
党
凝
し
た
事
事

の
纒
濟
界
が
中
舞
納
諸
束
縛
を
期
し
て
、
近
糧
的
鴬
野
を
獲
得
す
る
に
及
び

第
二
十
三
巻
　
第
凶
號
　
　
八
九
二

（…

c
翼
翼
以
降
）
H
∴
旨
W
餌
8
囮
二
；
天
頁
）
！
＜
乙
、
慈
ざ
遍
●
ざ
。
深
（
一
髪

蹴
頁
）
簿
に
よ
る
業
商
慮
嚢
纏
濟
廉
説
の
展
躍
、
　
更
に
英
國
燕
業
箪
命
の
華

々
し
き
成
果
（
一
鷲
入
頁
以
降
）
を
も
た
ら
す
身
暴
煮
。
な
藁
囲
の
依
っ
て

來
る
慮
の
蟷
の
を
抱
握
す
る
に
敏
く
鰐
か
ら
ざ
る
藁
礎
酌
昔
作
で
あ
る
轍

　
　
倉
詣
ぎ
挫
£
ぎ
（
搾
戴
酬
笠
【
ど
・
…
緯
5
蔓
9
ヨ
・
ぎ
｛
　
ゴ
，
o
篇
潮
田
に
（
洲
ぎ
さ
続
“

　
㏄
。
ゆ
℃
．
酬
）
脅
卜
」
い
ρ
麟
γ
8
）
〔
小
澤
漁
郡
見
）

國
境
政
治
的
磯

騰
　
田
　
瀧
　
盟
著

　
國
境
は
敢
漉
地
理
に
於
け
る
一
つ
の
テ
ー
マ
と
し
て
既
に
ラ
ッ
ッ
瓢
ル
以

來
取
扱
は
れ
て
架
た
い
し
か
し
三
下
は
銀
入
・
政
治
家
等
實
際
家
に
よ
り
、

よ
り
多
く
問
題
と
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
詞
壇
織
の
分
鋼
…
殊
に
世
界
大
望

の
結
果
論
…
闘
境
の
翻
窺
さ
る
㌦
も
の
多
き
を
見
る
に
累
り
、
地
側
屈
嚢
に
よ

る
膿
系
的
概
算
が
費
は
れ
て
來
た
縣
　
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ア
ェ
ル
の
「
地
理
納
致
治

的
意
味
に
於
け
る
漉
訂
し
、
マ
ゥ
ル
の
「
政
治
境
堺
」
ほ
騨
ち
そ
の
纒
め
ら
れ

た
亀
の
で
、
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
の
「
境
界
地
理
」
、
　
ホ
ー
ル
デ
ッ
チ
の
「
政
治
納

境
界
と
國
境
翻
…
焦
し
等
の
蜜
際
興
研
鐙
と
共
に
國
鏡
敵
．
濡
地
理
の
主
要
交
献

で
あ
る
。

　
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
我
が
纏
鯉
悪
言
に
毒
猫
逸
の
敷
設
地
理
書
が
多
書
謙

謬
紹
介
さ
れ
た
が
今
や
灘
…
湖
に
於
け
る
ソ
聯
と
の
境
界
紛
璽
、
支
郷
事
墾
の

牧
扮
に
薩
礁
し
て
敵
溶
血
鯉
殊
に
國
境
に
關
す
る
智
識
は
朝
野
喫
緊
の
要
求

と
な
っ
た
㍍

　
こ
の
時
に
當
り
．
　
政
治
壇
遡
を
悪
攻
さ
れ
職
を
陸
軍
纏
輝
畢
絞
に
賑
せ
ら
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る
」
岩
田
紫
厳
稽
’
士
が
本
警
『
を
上
粋
さ
れ
た
豪
は
そ
の
．
時
と
人
と
を
得
た
・
も

の
と
し
て
慶
賀
に
堪
へ
な
い
9

　
本
書
の
結
構
は
第
二
章
の
自
然
的
漉
舞
、
　
第
彫
琢
の
入
爲
歯
鏡
界
が
弁
論

と
見
倣
さ
る
べ
き
灰
で
雨
嚢
に
於
て
山
事
∴
糠
洋
・
河
川
。
澗
沼
∵
塗
物
形

態
を
、
後
者
に
於
て
塞
閑
地
．
軍
略
境
界
．
民
族
境
界
．
緩
衝
地
帯
∵
共
管

地
域
等
を
分
節
論
述
さ
れ
て
る
る
》
略
マ
ウ
ル
、
ハ
ウ
ス
ホ
ー
フ
ェ
ル
等
に

擦
ら
れ
て
み
る
。
第
一
章
政
治
境
界
の
概
念
と
そ
の
三
三
は
序
論
と
し
て
境

界
の
名
胤
穂
・
境
界
の
標
式
・
境
頒
静
の
信
側
∵
境
界
の
叢
U
機
課
程
。
越
境
蜂
を

の
べ
、
第
饅
章
は
蘇
聯
邦
の
境
界
「
問
題
を
鱒
鞘
介
さ
れ
、
第
職
童
は
満
洲
國
の

境
界
問
題
に
就
い
て
、
一
一
の
見
解
…
を
承
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
購
膏
撃
は
特

殊
研
究
に
當
る
で
あ
ら
う
Ω

　
本
書
の
特
色
は
從
來
の
政
治
地
躍
需
が
殆
ん
ど
外
勤
文
献
の
鎌
鐸
よ
り
一

歩
も
出
で
な
か
っ
た
・
も
の
に
費
し
、
　
我
顯
に
於
け
る
古
代
以
來
殊
に
藩
政
時

代
の
境
界
問
題
の
雁
史
地
理
に
注
意
さ
れ
た
事
で
、
例
へ
ば
境
界
明
瀞
に
よ

る
晦
溝
關
剛
の
位
鴛
推
定
、
越
後
に
於
睦
る
水
路
に
よ
る
境
界
紛
爾
等
、
多
×

の
塊
齪
・
史
料
・
寓
麓
を
幅
．
職
さ
れ
て
、
鑛
剃
研
究
を
行
は
れ
て
る
る
。
裕

引
規
が
詳
磯
に
過
ぎ
て
騰
裁
の
軸
心
を
鴨
る
襯
な
し
と
し
な
い
が
、
そ
れ
だ

け
本
書
の
猫
壷
焼
を
高
め
、
云
ひ
得
．
へ
く
ん
ば
爲
本
的
政
治
地
鰹
の
樹
立
に

向
は
れ
て
る
る
蟻
は
推
奨
に
製
す
る
態
度
で
あ
る
。

　
た
い
慾
を
云
へ
ば
周
じ
く
境
…
界
と
云
っ
て
も
王
朝
時
代
の
國
や
藩
政
勝
代

の
藩
の
そ
れ
と
昂
族
國
家
・
國
斑
閣
家
並
に
於
け
る
そ
れ
を
無
差
溺
に
陶
一

三
黙
よ
り
律
す
べ
き
で
ほ
な
か
・
り
5
と
愚
は
れ
る
Q
　
境
界
…
撒
念
の
獲
展
過
程

を
更
に
明
確
に
し
、
蝦
〔
の
意
瞭
の
國
鏡
と
、
漁
業
境
塊
と
を
醜
分
し
て
論
ぜ

ら
る
べ
き
で
は
な
か
ら
う
か
ウ

　
と
ま
れ
本
書
は
近
頃
、
坊
麗
に
籏
出
し
つ
・
あ
る
灰
誕
時
局
物
と
は
類
を
異

に
し
極
め
て
魁
↓
究
豹
な
良
心
的
著
作
で
あ
る
．
．
そ
の
内
容
は
爲
政
家
の
薩
に

以
て
　
滲
考
に
資
す
べ
き
所
多
き
の
み
な
ら
ず
、
　
交
通
史
・
政
澄
史
等
に
興
味

を
有
す
る
者
に
も
示
唆
に
富
ん
で
み
る
ウ
（
嚢
版
幽
雅
八
頁
、
東
墨
靴
脱
行
、

定
盤
蹄
・
八
○
）
〔
来
倉
二
鄭
）

彙

報

京
都
帯
國
穴
攣
総
長
塞
欝
評
議
畳

懸
濁
耕
4
博
士
瓢

　
京
都
帝
國
大
鍛
総
長
、
柱
廊
院
會
員
、
本
島
詐
議
員
、
正
…
嵩
位
鋤
二
等
、

文
質
博
需
演
題
耕
作
氏
は
昭
勲
申
豊
年
七
月
二
十
翫
鷲
溢
焉
と
し
て
髄
虫
せ

ら
れ
た
。
洵
に
哀
悼
痛
欝
の
極
み
で
あ
る
。

　
博
坐
の
考
古
畢
へ
の
顛
鋤
は
、
博
士
が
生
鹸
瀟
々
欝
に
さ
れ
た
ハ
イ
ン
リ

ヒ
。
シ
ュ
リ
ー
マ
ン
薄
土
の
如
く
、
既
に
少
年
の
頃
に
始
ま
っ
た
と
い
ふ
。

援
軍
僅
か
に
牽
八
歳
に
し
て
東
京
人
類
漿
難
誌
に
審
高
し
て
煎
ハ
の
天
禦
不
出

世
の
才
能
を
現
し
た
許
り
で
な
く
、
萌
浩
ヨ
十
蹴
。
六
年
に
は
鼠
本
贋
器
蒔

転
住
畏
に
摩
し
、
螺
線
正
出
郎
博
士
と
論
噛
し
、
其
の
非
凡
の
識
見
を
以
て

夙
に
摯
界
を
欝
落
せ
し
め
る
所
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
早
く
緻
洲
に
在
る
や

常
代
斯
界
の
泰
斗
に
就
い
て
考
古
鳳
ゐ
驚
系
を
學
び
、
研
究
法
を
考
究
し
、

ま
た
遍
く
樽
地
を
巡
濡
し
て
見
聞
を
蟻
め
ら
れ
た
。
　
か
く
し
て
三
年
の
黎
學

第
ニ
ナ
三
巻
　
節
凶
瀧
　
　
入
九
諮

（　￥257　）


